
 

 

 

 

 

 

 

２年ぶりの４月です 

               校長 牧田 健一 

 今年度も津久戸小学校の校長を務めさせていただきま

す。よろしくお願いいたします。昨年度の１年間は、始業

式・入学式直後から臨時休校となり、楽しみにしていた新

学期を迎えることができませんでした。学校が再開され

て１か月間は分散登校となり、学級が２分割という状況

でした。７月にようやく同じクラスの仲間と一緒に過ご

すことができるようになりました。その後も楽しみにし

ていた行事の中止や縮小と、子どもたちに残念な思いを

させてしまいました。その中で、なんとか１年間を乗り越

えることができたのも、地域・保護者の皆様のご理解とご

協力があってのことだと強く感じています。心からこの

津久戸小学校に赴任できたことに深く感謝し、そして喜

びを感じています。ありがとうございました。今年度も、

歴史と伝統ある津久戸小学校をより良い学校にすること

を目指していきたいと思います。 

さて、津久戸小学校は本日、初々しい新入生５２名を迎

え、全校児童３３９名でスタートしました。本校の教育目

標である「知性と教養にあふれ たくましく 前向きに

生きる津久戸の子」を目指し、毎日明るく楽しく、そして 

 

   

 

 

 

４月の生活目標 

『きまりよい生活をしよう。』 
 

〇登下校の時刻を守ろう。 

〇集合・整列を早くしよう。 

〇学習用具の準備をきちんとしよう。 

新学期がスタートし、子どもたちは、一つ上の学年に進

級しました。子どもたち一人ひとりが、早く新しい環境に

慣れ、安全に、楽しく、規律ある学校生活が送れるように

指導を重ねていきます。登校時刻を守ることや学習用具の

準備など、ご家庭でのご協力をよろしくお願いいたします。 

 

４月は、様々な約束事を確認する時期です。学習のきま

り、生活のきまりなどを学校でも確認、指導して参ります。

４月の保護者会では、「つくどの子ども」等の資料を通して

学校でのきまりを確認します。お子さんが気持ちよく学校

生活を送れるよう、ご家庭でもお子さんと確認していただ

けたらと思います。 

  (生活指導部) 

 

 

 

 

 
 
 

 

学校だより 
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４月の生活目標 

『きまりよい生活をしよう。』 
 

〇登下校の時刻を守ろう。 

〇集合・整列を早くしよう。 

〇学習用具の準備をきちんとしよう。 

 

同居する家族、きょうだい又は親族に風邪症状等が見ら

れた場合は、PCR検査を受ける前であっても、お子様の登

校は控えてくださるようご協力願います。PCR検査を受け

たら、学校に必ず連絡をください。 

初心忘るべからず 

         校長 牧田 健一 

 今年度も津久戸小学校の校長を務めさせていただき

ます。よろしくお願いいたします。昨年度の１年間は、

新型コロナウイルス感染症対策で楽しみにしていた行

事の中止や縮小、３学期には分散登校となるなど、子共

たちに残念な思いをさせてしまいました。その中で、な

んとか１年間を乗り越えることができたのも、地域・保

護者の皆様のご理解とご協力があってのことだと強く

感じています。心からこの津久戸小学校に赴任できたこ

とに深く感謝し、そして喜びを感じています。ありがと

うございます。今年度も、歴史と伝統ある津久戸小学校

をより良い学校とすることを目指していきたいと思い

ます。 

毎年４月を迎えるといつも思い出す言葉があります。

「初心忘るべからず」です。この格言は、室町時代に能

楽で大成した世阿弥の「花鏡」に記されています。６０

０年前から受け継がれている言葉です。そこでの初心と

は、字の通り「初心者」のことで、始めたときに全く未

熟であった自分が、様々な苦労や努力をしてきたことを

忘れてはいけないという解釈を私はしています。そし

て、過去の未熟であった自分を思い出すだけではなく、

今も未熟であると自覚する必要がありますとも解釈し

ています。初心を忘れず、本校の教育目標である「知性

と教養にあふれ たくましく 前向きに生きる津久戸

の子」を目指し、毎日明るく楽しくそして元気よく生活

できるよう努力をしていきたいと考えています。 

学校は様々な個性、人格が集まった集団で生活をする

場です。社会的にも未熟な（初心）子どもたちが、より

良い自分を目指して、互いに関わり合いながら活動して

います。様々な個性の集まりですから意見が合わずぶつ

かったり、もめたりもします。その中で、苦労や努力、

協力や思いやりといった感経験こそが、よりよい生き方

を学び、身に付けていくことができる場所が学校だと考

えています。 

しかし、学校だけでは解決できない課題もあるのが実

情です。学校は全力をあげて教育にまい進いたします

が、地域の方々や保護者の皆様にもご理解、ご支援をい

ただき津久戸小学校の全児童に、地域、そして日本の未

来を支え、作っていく力を身に付けさせたいと考えてい

ます。数多くの大人から見守られ、安心して生き生きと、

前向きに生活できる学校づくりにご協力をお願いいた

します。 

 


